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秋田市の映画文化の調査を通して学んだこと
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　私たちは地域文化学科の授業である「地域学基礎」

で，「秋田市の映画文化を考える」というテーマの下，

秋田市内の映画館の歴史や場所の移り変わり，秋田

市の映画環境の現状について調査を行いました。

　調査の一環として，かつて映画館が多数存在して

いた川反・有楽町地区周辺のフィールドワークを行

いました。そこで私たちは，建物が残っている場所よ

りも，建物がなくなりアパートや駐車場などになっ

ている場所の方が多いという事実を目の当たりにし，

移り変わりの激しさを痛感しました。

　また，秋田市にある映画館の1つである「週末名

画座シネマパレ」の支配人の川口豊さんにインタ

ビューをさせていただいた際には，名画座の魅力や

映画興業の現状などについてお話を聞くことがで

きました。川口さんはお話の中で，映画というもの

は映画館で見ることを想定して製作されていて，映

画館で見たときにいちばん魅力が伝わるものだから，

ぜひ映画館に足を運んで映画を見て欲しいとおっ

しゃっていました。川口さんの言葉の端々からは映

画に対する熱い思いが伝わってきました。

　秋田市には新作映画を

上映する映画館だけでは

なく，シネマパレのよう

に昔の映画を上映する名

画座もあるため，様々な

ジャンルの映画を見るこ

とが可能だとも言えます。

他県では名画座は珍しい

ため，わざわざ県外から

秋田を訪れる方々もいる

そうです。私たちは，秋田

は映画を見る環境が他県より整っていないのではな

いか，その為映画館に足が向かない人が多いのでは

ないか，と考えていました。しかし，インタビューを

して，映画を巡る現状は厳しいけれど，ユニークな方

法で経営が行われているということに初めて気付か

されました。

　調査を通して，観客側とは違った視点で秋田市の

映画の状況について見直すことができました。様々

な映画を見ることができる環境にも関わらず，秋田

の人はそれに気づいておらず，映画館に足を運ぶこ

とが少ないことは非常にもったいないと思いました。

ぜひ多くの人に映画の魅力を知ってもらい，映画館

で映画を楽しむ人が増えて欲しいと思います。

教育文化学部地域文化学科　１年次
金川夏希、佐々木麻美、高野佑太郎、成田梨奈、
橋本侑奈、皆川涼子、森元樹
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平成27年12月５日（土）に開催した中央地区会にて，４年生就職活動・大学院合格体験発表を行いました。参加された方か

らの反響も良く，今回改めて本誌に掲載します。保護者の方のみならず，学生にとっても参考になる内容です。

・なぜ秋田県庁を志望先にしたの
かについて
　私は高校の時より，将来は生ま
れ育った秋田県に貢献できる仕事がしたいと漠然と考えて
いました。しかし，そのときにはまだ候補の一つとして秋田

　私はこのたび，就職活動をする
にあたって教職という道を選びま
した。きっかけは大学２年生，３年
生のときの教育実習です。子どもたちと触れ合う中で日々
たくさんの刺激をもらい，子どもたちの成長を一番近いと
ころで見守っていきたいなと考えたからです。また校種に
ついても悩みましたが，小学校を受けることにしました。
小学校は他の校種とは違い６年間あるので，子供の成長を
より長く近くで見ていけると考えたからです。
　まず私が教職の道に進もうと決めてから本格的に対策
を始めたのは，11月頃でした。いざ教員採用試験に向けて
勉強しようを思っても何をしたらいいのか全く分かりま
せんでした。そこでまずは、自分が試験を受ける自治体の
分析をしました。私は秋田県と千葉県の２県を受けました
が，それぞれの試験内容や傾向を調べてみると１次試験は
筆記が大半を占めることが分かり，筆記試験の勉強のため，
この時期は机に向かう時間がとても多かったです。机に
向かう日々が増えるとストレスが溜まったり，心が折れそ
うになったりする毎日でした。そんな日々を送っている中
で共に教職の道に進むと決めた仲間の存在はとても大き
かったです。今まで高校受験や大学受験などの試験は一人
でするものだと考えていました。しかしこの教員採用試験

2

就職・進学が決まった学生からメッセージ

　公務員を目指す方々へ

　教員採用試験を通して学んだこと

教育文化学部　地域科学課程　

政策科学選修　藤原 尚也

教育文化学部　学校教育課程

教科教育実践選修　田口　凌

を共に臨む仲間たちは違いました。わからないところは互
いに教え合い，夜遅くまで研究室に残り，たまに一緒に息
抜きをしてみんなで切磋琢磨することができました。２次
試験でも同様に仲間にたくさん支えられ，助けてもらいま
した。この体験から私はこれから教職の道を目指す後輩の
皆さんにこれだけは伝えたいです。試験では決められた人
数しか受かることができません。そのために誰かを蹴落と
してまで受かりたいという気持ちが出るのも当然のこと
です。しかし同じ志をもった仲間と同じ目標に向かって進
むということはこれからの人生であと何回経験できるで
しょうか。決して敵と思わず，よき仲間，よき味方としてか
かわっていってほしいです。
　今回の進路決定は，ゴールではないです。やっとスタートラ
インに立てたと考えます。これから出会う子どもたちにも今回
の自分の体験を伝えていきたいと思います。教職は責任の大
きな仕事ですので，責任感をもってがんばっていきたいです。

　秋田大学教育文化学部の後援会会員の皆様，並びに教職
員の皆様におかれましては，日頃から当会へのご理解とご支
援をいただき誠にありがとうございます。
　さて，今年度もまもなく終わろうとしていますが，これは同
時に新たな始まりをも意味しています。特に卒業生は，新しい
社会への旅立ちに胸を高鳴らせているのではないでしょうか。
大きな成長の陰に，学生自身の努力があるのはもちろんです
が，そこには教職員の皆様の親身になった指導も大きく関わっ
ています。本学部においては，学生たちの学びの充実に向け
て個別に相談にのるなど，学生の実態を踏まえた細やかなサ
ポートをしてくださっております。このことが，学生たちの安心
感を高め，学ぶ意欲を向上させる原動力になっているのでは
ないかと感じています。
　また，就職活動においても，専任の職員を配置した就職情
報室の運用や，就職セミナー，教員採用支援講座「スタージュ」，

「スプリングキャンプ」「オータムキャンプ」など，学生の主体性

後援会活動の
　　　  一層の充実を

教育文化学部後援会　会長　辻　　純一

や共同性を生かした取組をしていただいております。
　後援会としては，今年度７月11日に理事会，並びに総代会
を開催し，それを受けて各地区会を開催しました。その際には，
大学の先生方がご出席くださり，前述した大学の具体的な取
組や就職状況をはじめとした様 な々情報を，詳細にわたって
提供してくださいました。今年度も，学部課程においては，昨
年同様に就職内定率が上昇しているというお話をお聞きして，
多様な取組の成果の表れであると感謝しております。今後も
後援会として，学生一人一人が充実した学生生活を送ること
が出来るよう，一層支援の充実を図りたいと思います。
　会員の皆様には，今後も会費納入をはじめ，各方面でのご
協力をお願い申し上げます。

平成27年度の理事会・総代会の様子
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　私は4月から日本赤十字秋田看
護大学で働かせていただくことに
なりました。そこで，就職を決めた
経緯と大学時代に取り組んだことを紹介させてもらいたい
と思います。
　私は高校生の時に参加したMt.Fuji2010という活動がと
ても心に残っています。この活動は富士山の麓で日本全国・
世界各国の人が集まり，活動を通して交流していくという
ものです。私の班にはモンゴル，フィジー，パキスタンから
来ている人がいました。もちろん通訳がいるので，コミュニ
ケーションを取ることはできます。しかし，１つの言葉を伝
えるのにも２倍の時間がかかってしまうことに，もどかしさ
を覚えました。その活動で私は，自分が世界中に広がる赤十
字のネットワークの中のちっぽけな存在であることを痛感
しました。さらに，赤十字の活動は多岐にわたり，同じ志を
もった仲間たちが世界中にいることに，改めて気づくこと
ができました。そのような経験をさせてくれた，日本赤十字

　大学院進学者としてお話させて
いただきます。私は新潟県佐渡市
出身です。あの小さな孤島がわか
りますか？「なぜ，あんな所からわざわざ秋田に…？！」と，
よく言われます。秋田に来る事を考えたのは高校３年生の
時に「教師になるなら秋田の教育を学んできたら？」と先生
から言われた事がきっかけです。それだけ秋田の教育は県
外からも注目されています。実際，4年間を通して本当に多
くの学びがありました。
　私が大学院へ進学した理由は，「もっと学びたい」「特別支
援の免許がとりたい」この二つです。今年度の採用試験を私
は受けました。新潟県を本命とし，併願であと２県，計３県
の採用試験を受けました。入学してから絶対に一発で合格
すると心に決め，採用試験に臨みました。しかし，いざ蓋を
開けてみると三つとも不合格でした。本当にショックで，初
めて人生の挫折を味わったと思いました。ところが，落ち込
んでいる間もなく教育実習が始まりました。その時出会っ
た生徒に私は救われました。実習の最終日，号泣してしまっ
た私に生徒は「絶対先生になってね。」と言いました。その一
言で私はやっと立ち直れました。「私は絶対先生になる。生
徒のためにもっと学びたい」この思いが進学を決めるもの
となりました。実習中に私は自分の発問力の無さを痛感し
ていました。大学院に進み，発問の研究をし，それを自分の
即実践力にしようと考えています。
　もう一つ「特別支援の免許がとりたい」という理由ですが，
私には知的障害の弟がいます。生まれた時から一緒に生活
してきて，私には障害が有る，無いは全く違和感なく，どちら
も普通なことです。今インクルーシブ教育が注目されてい
ます。障がいのある生徒とない生徒の架け橋となれる教師，
そんな教師も私の理想の教師であると思い特別支援の免許
を取ろうとしています。
　最後に，採用試験に落ちて，講師登録をするか進学するか
本当に悩みました。選択する最終要素は「自分が何をしたい
のか」だと思います。私は「力をつけたい，もっと学びたい」
だったので進学を選びました。
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　就職活動が始まるまでに取り組んだこと

　もっと学びたい

教育文化学部　人間環境課程

環境応用選修　松本 深鈴

社に携わっていきたいという気持ちを強く抱きました。
　そして，大学時代に取り組んだことは震災復興支援団体
AKITAIDというサークルに入って活動したことです。主に
被災地ボランティアや，被災地の物産の委託販売行いまし
た。その活動で，震災関連のイベントに呼んでもらう機会が
増え，様々なつながりができました。もちろん被災地支援も
赤十字の大きな活動の１つです。サークルでは，1から企画
してボランティア志願者を受け入れる立場も経験できまし
た。大学時代に友達，先輩，後輩と交流することももちろん
大事ですが，社会に出る前に外部の大人と関わることも重
要だと思います。
　就職活動が始まる前にこのように色んな活動に参加させ
てくれて，自分の進路決定の幅を広げる機会を作ってくれた
家族にとても感謝しています。今後は日本赤十字社の様々な
事業に取り組んで，秋田県が抱える問題を赤十字の視野から
改善できるように努力していきたいと考えています。

教育文化学部　国際言語文化課程

国際コミュニケーション選修　水庭 布紗子

県職員になりたいと思うだけであり，強く志望していたわけ
ではありませんでした。そんななか大学3年生のときに秋田
県庁のほうにインターンシップに行く機会があり，そこでの
仕事や秋田県の現状を目の当たりにし，ここで仕事がした
いという気持ちが強くなりました。特に，それまでは公務員
の仕事は事務的なものが多いと考えていた私にとって，「県
職員には独自のアイディアを考え，実行していくことも求め
られる」というお話は大変，印象に残りました。
・公務員試験について
　公務員試験は筆記試験の一次試験と面接の二次試験とい
う構成になっているところが多いです。まず，一次試験の対
策についてですが，私は生協の公務員講座でもらった問題
集の法律・経済・数的処理を年内に2周することを目標にし
ていました。年明けからは，模試を受ける機会が多くなりそ
の復習を中心に勉強していました。模試は，受けるかどうか
迷う方もいるかと思いますが，私としては自分に足りていな
い部分が見えるため受けてよかったと感じています。
　一次試験の勉強は範囲が大変広いため，計画を立て勉強
しなければなかなか点数を取ることはできません。模試や
大学の就職支援をうまく利用して，どこでどのくらい点数
を取るのかということをしっかり意識しながら勉強に取
り組むことが大切になると思います。
　二次試験対策としては個人面接において，一つの部分に
ついて深く聞いてくる場合があるので，どんな質問が来る
のかある程度想定しておくとよいと思います。私は学校の
就職支援や友達に面接練習をしてもらうというようにいろ
んな方の助けを借りながら面接対策に取り組んでいました。
いろんな方に面接練習をしてもらうことにより，様々な角度
から質問やアドバイスをもらうことができました。
　公務員試験は対策に必要な期間が長く，苦労しましたが
学校の就職支援や家族，友人の支えがありなんとか乗り切
ることができたように思います。
　私自身，四年間の大学生活で得たことを活かし，4月から
社会人として仕事をしていきたいです。
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　本学部の就職支援は，教員，公務員，一般企業と分

けて活動しております。それぞれについてご説明い

たします。

　教員採用試験については，通常の授業で学ぶ内容

を十分身につけていることが最低限必要ですが，そ

れ以上に，教師としてやっていけるかが面接や模擬

授業等で確かめられます。本学部ではこれに対応す

るために，授業外にスタージュや教職自主ゼミとい

う，学生が自主的に参加する講座を週二回行ってお

ります。

　平成27年度の教員採用試験の結果ですが，昨年度

より，よい成果が上がっています。秋田県の採用試験

では現役合格者は若干の増加で，小学校の合格者が

比較的多くなっております。ただ，秋田県の採用数に

ついてはまださほど多くはありませんので，他県と

の併願を勧めております。併願する他県で一番多い

のが千葉県となっております。

　公務員については正規の合格者は昨年を上回って

おります。このところ，公務員志望者がかなり増加し

ており，支援の強化を進めております。公務員志望の

学生の多くは公務員に関する知識がない上に，公務

員になり何をしたいのかもわからないのが実情です。

まずはその部分について，２年生でしっかり考えさ

せることが必要であるという観点，および３年生ま

でに何を勉強すべきか，ということから指導を続け

る方針です。

　民間企業への就職についてです。平成27年度は

就職状況が更に改善してきており，28年度について

も同様の傾向といわれています。採用活動のスケ

ジュールについては再び変わり，３月広報解禁，６

月採用活動解禁となります。ただ，このスケジュール

は経団連に加盟している企業に対するもので，加盟

していない中小や外資系の企業は6月までに採用活

動が始まります。また，加盟企業でも実質的な選考が

6月までに行われているところもあります。これに対

応するためには2，3月からの対策が必要となってい

ます。今，3年生のお子様をお持ちの保護者の方々に

は是非とも，早めの対応をお子様にご指導いただけ

れば幸いです。

　どの就職でも，本学部キャリア委員会および一部

後援会のご支援で運営しております就職情報室でき

め細かい対応をしてまいりますので，何か困ったこ

とが有りましたら，ご相談くださるよう，お子様にお

伝えください。
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教育文化学部の就職支援活動について
キャリア委員長　林　良雄
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進学
予定者数

求職者数

合計

就職内定者数 就職内定率

２月末データ

その他学部・課程等名

学 校 教 育 課 程

地 域 科 学 課 程

国際言語文化課程

人 間 環 境 課 程

 小 計  

教 育 学 研 究 科

 合 計  

男 女 合計 男 女 合計 男 女

108 6 98 38 60 72 28 44 73.5 73.7 73.3 4

68 0 65 31 34 60 28 32 92.3 90.3 94.1 3

67 2 63 21 42 57 19 38 90.5 90.5 90.5 2

61 4 55 29 26 40 19 21 72.7 65.5 80.8 2

304 12 281 119 162 229 94 135 81.5 79.0 83.3 11

31 1 29 16 13 15 7 8 51.7 43.8 61.5 1

335 13 310 135 175 244 101 143 78.7 74.8 81.7 12
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Q：就職情報室をどのように利用していましたか？

櫻川：大学３年生の春頃から教員採用試験に向けて準備を

始め，過去問をコピーしたり，模試や説明会の情報収集に

利用していました。就職情報室に来ることで，資料だけで

は分からないことも知ることができました。

船木：月に２回程度利用していましたが，多いときは週に

２，３回訪れ，志望する業界や企業の情報収集をしたり，面

接で聞かれる内容などを教えてもらいました。また，先輩

を紹介してもらったり，就職活動に関する様々な悩み事を

聞いてもらいました。

Q：利用してみて良かったことはありますか？どんな場所

ですか？

佐々木：先輩方の残してくれた情報や過去問などの情報収

集のために利用していましたが，悩み事の相談や，たわいも

ない話をしてリラックスできる場所でもありました。つらい

勉強期間中に職員のお二人が応援してくれたおかげで，無

事に希望する県の採用試験に合格することができました。

会津：もともとは公務員志望でしたが民間企業を受けるこ

とにしたので，分からないことが多く不安でしたが，エン

トリーシートを添削してもらったり，アドバイスをもらう

ことで不安を解消することができました。

Q：最後に，ご両親へのメッセージをお願いします。

佐々木：様々な面で支えてくれた家族には本当に感謝して

います。今まで支えてもらった分をこれからは私が支えら

れるように頑張ります。

櫻川：自分のやりたいことを様々な面でバックアップして

くれて本当に助かりました。これからもっと成長し，親孝

行をしていきます。

船木：県外へ就職することに理解を示してくれ，就職活動

中に経済面でも支えてくれて感謝しています。これからは

たくさん恩を返せるよう孝行していきます。

会津：就職活動中は精神的にも支えてもらい感謝していま

す。４月からは私が両親を支えられるよう頑張ります。

Q：ありがとうございました。

「旅立ち」という歌があります。

“過ぎたいつの日にか

　　　　　　　人生を振り返るとき

　　　　　　　やはりこの人であり

　　　　　　　この妻でよかった　しあわせだと

　　　　　　　そう言える二人になり

　　　　　　　そう誇れる家庭をつくりたい”

 （以下略）

　この旅立ちの歌は，結婚式の歌ではありますが，

私は別れを告げるすべての人にあてはまる歌だと

思っています。

　大学時代に恋愛に縁のなかった人も，恋に破れた

人の心も，すべては何か目に見えない膨大な大きな

ものとの別れです。

　大学の校舎・生活・師・友人・土地等だけでなく，そ

れぞれ思いは同じでも，形の変わった別れをしてい

る筈です。それをもう一度，心に確かめる時間がこ

のときだと思うのです。旭水会の時間はそれなので

す。

　知らない間に長寿社会が形成されています。それ

だけに人生のデザインは大きく多面的にならない

といけない筈です。いい道を選べるのか，いい形に

染まるのか，大きな流れの中で前に進む皆さんの姿

は魅力的です。

　自分たちの青春に比較すると，まぶしすぎるくら

い華やかで美しいのです。

　思い出を大切に，思い出を生かして，大学四年の

スケッチを心に留めておいてください。一万人近い

先輩が待っています。

　おめでとうございます。
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 就職情報室
 利用学生インタビュー

インタビューに答えてくれたみなさん

（前列左より）
地域科学課程文化環境選修４年次　船木晴奈さん
国際言語文化課程日本・アジア文化選修４年次　会津朱音さん
就職情報室　村上さん

（後列右より）
学校教育課程教科教育実践選修４年次　佐々木昂大さん
学校教育課程教科教育実践選修４年次　櫻川和さん
就職情報室　信太さん

後援会の会費で運営されている就職情報室。普段，学生は

どのように利用しているのかインタビューしました。

贈ることば
旭水会会長  大 友  康 二　
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 キャリア委員会教職担当　長　瀬　達　也

　現在，秋田大学教育文化学部は教員就職率の向上を目指

し，武田学部長を先頭に全教員及び全職員が日々努力して

います。教員就職率は，文部科学省が全国の国立大学法人

44大学の教員養成系学部を調査して，公表しているもので，

教員免許状取得が卒業要件である卒業生（本学部であれば

学校教育課程卒業生）に対する教員就職者の割合です。

　本学部（学校教育課程）平成27年３月卒業者であれば，57

人（正規採用者と４月採用講師の合計）÷98人（学校教育

課程卒業生者）×100で58.2％でした。そして，全国平均は

60.5％で，全国順位は31位でした。平成24年３月卒業生で

は教員就職率が41.7％で，全国順位が44位と最下位でした

ので，最近の教員就職率などは全国平均に肉薄しています。

なお，文部科学省は卒業者から大学院進学者と保育士就職

者を除いた教員就職率も調査しています。こちらは68.7％

で，全国平均が同じく68.7％，全国順位が25位ですから，大

変善戦していると考えられます。以上の成果は，本学部，そ

して教員と職員が，学生の就職に対する責任を果たしてい

る証しの一つです。

　この教員就職率向上，つまり教員採用支援に大きく貢献

しているのが「スタージュ」及び「教職自主ゼミ」です。「ス

タージュ」はキャリア委員会が月曜日に実施していて，秋

田県や千葉県などの教育委員会による教員採用試験説明

会，教職に関するガイダンス，教員採用試験合格者と語る

会，集団討論及び小論文の指導，面接の指導，そして教員

採用試験受験者のほぼ全員参加する１泊２日の「スプリン

グ・キャンプ」及び「オータム・キャンプ」を行っています。

教職自主ゼミは教職キャリア支援室（研究家教員と，教育

現場の経験が豊富な実践家教員による組織）が水曜日に実

施しているもので，現在の教育現場で話題になっているこ

とや，教員として基本的に身に付けておくべきことについ

て調査，発表して，話し合います。また，教職キャリア支援

室は，模擬授業の指導などよって，学生の授業力向上にお

いても大きな成果を挙げています。

　今後も，本学部の教員採用支援の取り組みへの御理解と

御協力を何とぞよろしく御願いします。

3月 22日 秋田大学卒業式

4月 1日 前期開始

4月 4日 春季休業終了

4月 5日 在学生ガイダンス

4月 6日 入学式

4月 7日 新入生ガイダンス

4月 8日 前期授業開始

6月 1日 創立記念日

8月 13日 夏季休業開始（9月30日（金）まで）

9月 30日 前期終了

10月 3日 後期開始

12月 26日 冬季休業開始（1月8日（日）まで）

2月 22日 春季休業開始（4月4日（火）まで）

3月 22日 卒業式

3月 31日 後期終了
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「スタージュ」及び
「教職自主ゼミ」の取り組みついて

　大学・学部関係行事予定（平成28年3月～）

　学部後援会は，大学とご父母の皆さまとの相互理解と親
睦を図ることを目的に設立された会です。なかでも，後援会
からは，学生の就職活動に対して完全就職実現を目指し，重
点的な支援をいただいていることに心より感謝申し上げま
す。
　みなさんのご子息・ご息女が学ぶ教育文化学部には，様々
な幅広い専門を持った教授陣がそろい，そのもとで多くの学
生が共に学び合っています。本学部では，単に専門知識だけ
でなく，今社会でもっとも必要とされている「コミュニケー
ション能力」を育てることにも力を注いでおります。コミュ
ニケーション能力とは，単に話し方がうまい，とか語学力が
あるということではありません。本当のコミュニケーション
能力とは，「年齢や立場が違う人を理解し，自分との接点を見
つけ，関係をつないでいく力であり，そういった人々と協力
し合い，チームとして働いていける力」であるといえます。こ
のような社会的能力の基礎的部分は誰もが生まれながらに
もっているものですが，この能力は発揮する機会がないと十
分に育ちません。自分とは異なる考えや立場の人と出会い，
意見を交わし，共に活動することではじめて成長し，確かな
力となっていきます。知の多様性を尊重する本学部の学びの
なかでこそ，この力を開花させることができると確信してお
ります。ぜひ，大学での教育にご期待ください。
　今後とも本学部へのご支援・ご協力を賜りますよう，よろ
しくお願い申し上げます。

学部長あいさつ
本当のコミュニケーション能力とは

教育文化学部長  武田　篤

スタージュ・オータムキャンプ


